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令和６年度 第３回 平塚市図書館協議会 会議記録（要旨） 

 

開催日時 令和７年３月２７日（木）１４時３０分～１５時３０分 

開催場所 平塚市中央図書館３階ホール 

出 席 者 委 員 

 

事務局 

西田 洋平 会長  久保田 幸子 副会長  設樂 純江 委員 

渡邉 容子 委員  森谷 芳浩 委員     甲木 なな子 委員 

石川 社会教育部長 藤田 中央図書館長  

熱田 管理担当長  仁和 奉仕担当長  西海奉仕担当主管 

関山 管理担当主査  渡邊 管理担当主査   

欠 席 者 な し 

傍 聴 人 ５名 

 

１ 議 事 

（１）報告事項 

 ア 中央図書館及び南図書館の休館期間と代替施設について 

事務局から資料の説明 

 

【 会 長 】 代替施設の運営期間について、施設利用者に分かりやすく掲示しているか。 

【 事 務 局 】 代替施設では掲示はしていない。ただ、広報ひらつかやホームページ等を通

じて、令和８年６月までの運営期間である旨、案内をしている。 

【 委 員 】 運営を開始してから間もないが、利用状況はどうか。 

【 事 務 局 】 一日に３００人ほどの利用があると報告を受けている。 

【 会 長 】 駅前予約図書受取所のときよりも、利用は増えているのか。 

【 事 務 局 】 増えている。図書を受け取るだけの場所ではなく、特集コーナーの書籍や雑

誌は閲覧できるように配架されており、ゆっくり過ごすことができる。 

【 副 会 長 】 認知されないと利用者は増えない。継続的に代替施設の案内をすると良い。 

【 委 員 】 書架を多く設置するは難しいと思うが、例えば、絵本をコンテナに入れて、

見ることができるなどの工夫をして、蔵書数を増やしてほしい。また、中高

生が学習スペースで勉強している姿をよく見掛けるので、利用率が高いと感

じた。 

【 事 務 局 】 当初、利用者数の予測ができなかったが、おおよその数を把握しつつある。

利用者の声を踏まえ、工夫できるところは工夫していきたい。また、時間を

設けて使用できる座席は好評なので、周知を図っていきたい。 

【 委 員 】 代替施設で飲み物を飲むのは可能と聞いている。カフェ的な利用も可能か。 

【 事 務 局 】 飲み物は可能。イスとテーブルもあるので、くつろいで利用ができる。 

【 副 会 長 】 幼児が遊べるような、キッズスペースは確保されているのか。 

【 事 務 局 】 マットを設置して、親子でくつろげるキッズスペースを用意している。 

【 委 員 】 天井が高いが、学習スペースの明るさは確保されているのか。 

【 事 務 局 】 室内の照度は確保しており、問題ないと考えている。 

【 副 会 長 】 駐車場サービスは利用できるのか。 

【 事 務 局 】 駐車場サービスは利用できない。ただし、駐輪場サービスとして、自転車を

利用する小学生及び中学生は３時間まで無料としている。 
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ウ 図書館システムの更新について 

事務局から資料の説明 

 

【 事 務 局 】 新しい図書館システムは、稼働開始から２週間程度となる。利用者の手続き

が円滑にできるよう、引き続き丁寧な説明を心掛けたい。図書館ホームペー

ジでは、以前と異なり、図書の表紙が見られるようになった。利便性の向上

ができている。 

【 委 員 】 新しい図書館ホームページでは、以前と異なり、トップページに図書の検索

フォームがないことが気になった。別のページを探さないといけない。 

【 副 会 長 】 図書の検索は、一番使う機能であるため、最初の画面に入れたほうが分かり

やすいと考える。 

【 会 長 】 簡易検索をする機能だけでも良いので、検討すると良い。 

【 事 務 局 】 図書館ホームページについては、検索フォームも含め、様々な意見をいただ

いている。改善できるところは、改善していきたいと考える。 

【 委 員 】 未所蔵の図書をリクエストできるようになったのは評価できる。ただ、未所

蔵の図書が所蔵されたかどうかは、どの段階で把握することができるのか。 

【 事 務 局 】 予約状況の画面で把握することは可能。ただし、詳細については、図書館の

窓口や電話で説明することになる。 

【 副 会 長 】 ホームページで、未所蔵の図書をリクエストできる。これは、以前と比較し

て一番大きい変化。今までは直接図書館で、リクエストカードに記載する必

要があった。 

【 会 長 】 デジタルアーカイブに関する周知は来館者に対して行っているのか。 

【 事 務 局 】 館内で大きく周知はしていない。今後、ＰＲに努めたい。 

【 会 長 】 電子図書館は以前と同様か。また、来館者への周知はどうか。 

【 事 務 局 】 電子図書館の利用方法は変わらない。館内掲示は今回改めて大きく周知はし

 

イ 平塚市子ども読書活動推進計画（第５次）について 

事務局から資料の説明 

 

【 副 会 長 】 推進計画における懇話会は、年に何回開催されているのか。 

【 事 務 局 】 この懇話会は、第５次推進計画の策定を目的に設置されたもので、書面開催

を含めて５回開催した。 

【 事 務 局 】 基本的に懇話会は、計画を策定する年度で設置する。その他の年度では設置

していない。 

【 委 員 】 推進計画に目標があるが、達成具合はどのように確認していくのか。 

【 事 務 局 】 ３９の具体的な取組があり、それぞれの取組について、目標値を定めてい

る。定期的に各取組の達成状況から、目標への達成度を把握していくように

考えている。 

【 会 長 】 今回の第５次計画は、以前の推進計画と比較して、特徴があるのか。 

【 事 務 局 】 大きい部分は重点取組の３つ。これは、国と県でも新たに追加されているも

の。バリアフリーを含め、多様な子どもたちに読書を提供できる機会を確保

すること。また、デジタル社会における適応や子どもの視点に立った読書活

動の推進を掲げている。 
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ていない。今後、ＰＲに努めたい。 

（２）今期の重点協議事項の検討 

ア 学校図書館との連携 

事務局から資料の説明 

 

【 副 会 長 】 先日の子ども読書活動推進協議会でも、学校図書室の利用について意見があ

った。子どもの読書推進を進めるのであれば、学校図書室が閉まっているの

は本末転倒と感じる。学校司書だけでなく、先生がいないと開けることがで

きないという学校もあると聞いた。学校のルールは分からないが、学校図書

室は常に開放され、利用ができる環境を整えることが重要だとの意見が多数

であった。管理者が必要であれば、図書ボランティアが協力することも一つ

の選択肢だと考える。 

【 会 長 】 各小中学校で細かいルールが存在していて、考え方に差があることが分かっ

ている。学校司書が年に１回でも集まって議論・交流する場があると良い。 

【 副 会 長 】 学校司書の勤務シフトにも関係があるが、学校ごとの違いが大きい。先生方

に実情を伺いたい。 

【 会 長 】 他自治体では、公共図書館が、学校図書館間の接続的機能を果たしていると

ころもある。学校図書館の連携についてはどうか。 

【 委 員 】 学校司書が集まっての研修は年に２回から３回の開催がある。市内の学校司

書と司書教諭が参加している。 

【 事 務 局 】 図書館職員が講師として研修に出席し、意見交換等も含めて連携を図ってい

る。 

【 副 会 長 】 学校図書館を開ける際に、学校の先生がいなくてはならないというルール

は、その学校だけの独自のルールか。また、学校司書だけではだめなのか。 

【 委 員 】 おそらく、それぞれの学校の独自のルールだと思われる。 

【 副 会 長 】 学校図書館内で問題が発生したときに、指導や解決を図れないという理由か

ら、先生がいることを条件としている学校があると聞いた。先生も業務で多

忙であり、いなければ開放できないという条件だとハードルが高い。もし、

各学校の独自ルールだとするのであれば、撤廃してほしい。 

【 委 員 】 学校図書館で授業をする際には、学校司書だけではなく、先生が対応する必

要があるので、そういった部分も関係しているかもしれない。 

【 副 会 長 】 子どもたちが来て、図書を読んだり貸し出しをしたりするだけなので、必ず

しも、先生がいないといけない理由はないと考える。開放している学校もあ

るので、各学校の校長先生が共通認識をもって課題解決に取り組んでもらえ

るとありがたい。 

【 事 務 局 】 確かに、会議でも、学校図書館の開放の議論があった。会議には教育指導課

の職員も参加しており、状況は把握できている。引き続き、各学校の状況を

踏まえた上で対応したいとの話も受けている。 

【 副 会 長 】 市内のすべての小学校及び中学校が、どのような取り決めによって、学校図

書館の開放を判断しているのかということを調査し、開示していくことが必

要と考える。学校間での不平等となり、読書離れにもつながる。 

【 会 長 】 第５次子ども読書活動推進計画が策定されたばかりなので、この推進計画に

基づいて、連携が進むようになれば良いのではないか。 
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イ 平塚市図書館全体の効果的な運営 

 事務局から資料の説明 

 

【 委 員 】 移動図書館の廃止の決定を受けて、利用者の声はどうか。 

【 事 務 局 】 現時点で大きな反応は無い。利用者の利便性を損なわないように、一部の公

民館で予約図書受取サービスを開始しているが、利用が増えている。特に、

岡崎地区や金目地区で多く利用されている。 

【 会 長 】 公民館での予約図書受取サービスは、公民館の職員が対応するのか。 

【 事 務 局 】 図書館は配送のみを実施し、実際の受取は、公民館の職員が対応する。 

【 副 会 長 】 平塚駅東改札口返却ポストは１台増えて、２台になったのか。 

【 事 務 局 】 ２台の設置は、南図書館の休館に伴い、返却数の増加を見越してのこと。 

【 会 長 】 図書館全体として、今回の意見を踏まえて、運営に役立ててほしい。 

３ その他 

任期中、最後の会議となるため、各委員から感想等があった。 

閉 会 

 


